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１ ごみ問題解決のために         （３０分） 
 

ごみ集積所は、日常生活とは切り離すことのできない重要な施

設ですが、自分の家の前に設置されるといい気分のしない迷惑施

設でもあります。そのため、ごみ集積所を設置するには、利用者

の当事者意識や住民間の理解が何より大事です。一方、その設置

の多くは自治会に担っていただいていますが、自治会加入率が

年々減少している現在、現状のシステムは限界を迎えつつあると

考えられます。 

また、ごみ収集運搬業務については埼玉西部環境保全組合が広

域で行っています。 

これらの現状を踏まえ、以下伺うものです。 

 

（１）現在の自治会加入率は。 

（２）自治会管理のごみ集積所における非自治会員の利用は。 

（３）先日の組合議会で、（仮称）鳩山新ごみ焼却施設の開設に伴

い、収集運搬業務を各構成市町がそれぞれ担う必要があるの

ではとの質問がありました。答弁として、それは組合ではな

く各市町で議論すべき内容とのことです。 

ア 市として収集運搬業務を担うことの検討は。 

イ 戸別収集は。 

 

２ 学校における諸課題について      （２０分） 
 

（１）小・中学校で新型コロナウイルス感染症による学級閉鎖等

が多く発生しています。オンライン授業の活用は。 

（２）１月に、いわゆる教師不足についての実態調査の結果が文

部科学省から発表されました。本市での教員不足の実態は。 

（３）学力向上施策は。 

 

３ 口腔内の健康増進について       （１０分） 

 

近年、歯周病等が全身疾患と関連していることが明らかになっ

ており、健康づくりのためには口腔内を健全に保つことが重要で

す。一方、歯科医院に定期的に通う方やデンタルフロス等の清掃

補助具を利用する人は決して多くないのが現状です。その結果、

歯周病には中高年の多くが罹患していると言われています。 
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市では、口腔内の健康増進ために「第２次鶴ヶ島市健康づくり

計画・食育推進計画」を策定し、様々な取組を行っています。 

そこで、以下について質問します。 

 

（１）現在の取組は。 

（２）課題は。 

 

 
 

 


